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インベスコ　 世界ブロックチェーン株式ファンド
愛称：世カエル
追加型投信／内外／株式／インデックス型

商品概要 設定日 2019年7月11日 信託期間 無期限 決算日 毎年7月10日 （休業日の場合は翌営業日）

設定・運用： [商 号 等]インベスコ・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第306号

[加入協会]一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会 1 / 6

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

運用実績　　　　　　　　　　【過去の運用実績は、将来の運用成果を保証するものではありません。】

■ 基準価額の推移（課税前分配金再投資ベース）

基準価額（課税前分配⾦再投資）（円） ベンチマーク
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※基準価額は信託報酬(後述の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※ベンチマーク（コインシェアーズ・ブロックチェーン・グローバル・エクイティ・インデックス（税引後配当込み、円換算ベース）**）
は、基準日前営業日の数値を元に、基準日当日の米ドル為替レート（対顧客電信売買相場の仲値）で円換算し、ファン
ドの設定日の前営業日を10,000として指数化しています。

■ 基準価額と純資産総額
純 資 産 総 額 58,646(百万円)

基 準 価 額 49,832円

前 月 末 比 -3,261円

■１万口当たり分配実績（課税前）
分 配 金

第1期 (2020.7.10) 0円
第2期 (2021.7.12) 0円
第3期 (2022.7.11) 0円
第4期 (2023.7.10) 0円
第5期 (2024.7.10) 0円
第6期 (2025.7.10) 0円

設定来累計 0円
※分配金は投資信託説明書（交付目論見書）
記載の「分配⽅針」に基づいて委託会社が決定しま
すが、委託会社の判断等により分配を行わない場
合もあります。

■ 騰落率（課税前分配金再投資ベース）
１ ヵ 月 ３ ヵ 月 ６ ヵ 月 １ 年 ３ 年 ５ 年 設 定 来

ファンド -6.14% -4.53% 14.30% 63.77% 177.54% 65.78% 398.32%
ベンチマーク -6.71% -4.05% 14.77% 63.74% 190.63% 83.59% 422.56%
※基準価額の騰落率は、課税前分配金を再投資したと仮定した数値を用いています。

ポートフォリオの状況
【当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っており、マザーファンドのポートフォリオの状況を記載しています。】

■　資産配分　※1
純 資 産 比

株式 98.9%
キャッシュ等 1.1%

銘 柄 数 46

■ 組入上位５カ国　※2
国 名 純 資 産 比

1 アメリカ 56.5%
2 日本 19.2%
3 台湾 5.0%
4 カナダ 4.4%
5 韓国 3.6%

■ 組入上位5通貨
通 貨 名 純 資 産 比

1 米ドル 64.7%
2 日本円 19.2%
3 台湾ドル 5.0%
4 韓国ウォン 3.6%
5 カナダドル 2.7%

■ 組入上位5業種 ※3
業 種 純 資 産 比

1 情報技術 44.1%
2 金融 38.0%
3 一般消費財・サービス 11.2%
4 コミュニケーション・サービス 3.9%
5 公益事業 1.8%

※1 株式には、投資信託証券などが含まれています。
※2 国名は、発行体の国籍（所在国）などで区分しています。
※3 業種は、GICS（世界産業分類基準）に準じています。

**コインシェアーズ・ブロックチェーン・グローバル・エクイティ・インデックス（当指数）は、ソラクティブ AG（ソラクティブ社）によって算出、公表されています。ソラクティブ社は、当指数、
およびその登録商標、当指数データの利用結果に関して、何時、いかなる点においても明示的、黙示的な保証または確約を行いません。ソラクティブ社は当指数を正確に算出する
ために最善を尽くしますが、指数提供者としての義務にかかわらず、投資家および金融商品の仲介者を含む第三者に対して、当指数の誤りを指摘する義務を負いません。ソラクティ
ブ社による当指数の公表および金融商品に関連した目的での当指数または当指数の商標利用の使用許諾は、ファンドへの投資を推奨するものではなく、また、ファンドへの投資に
関してソラクティブ社の保証または意見を表明するものではありません。
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ポートフォリオの状況
【当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っており、マザーファンドのポートフォリオの状況を記載しています。】

■ 組入上位10銘柄
銘 柄 名 国 名 業 種 純 資 産 比 コ メ ン ト

1 SBIﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 日本 金融サービス 3.9%

国内外のインターネット関連企業を中心としたベンチャーキャピタル投
資、金融サービス事業、アセットマネジメント事業等を展開。暗号資
産関連事業では暗号資産取引事業の拡大の他、国内初となる一
般投資家向けデジタル社債を発行するなど、積極展開。

2 台湾積体電路製造 台湾 半導体・半導体製造装置 3.8%

世界有数の半導体ファウンドリ（生産工場）。暗号資産のマイニン
グ向け集積回路メーカーにとって重要なサプライヤー。韓国、中国、
米国などの競合他社と比較し、相対的に高い成長率と利益率を誇
る点を評価。

3 ｻｲﾌｧｰ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ アメリカ ソフトウェア・サービス 3.8%
米国が事業基盤のビットコインのマイニング企業。低いマイニングコス
トと、企業規模が小さく効率的に経営されている点を評価。

4 ｻﾑｽﾝ電子 韓国
テクノロジー・ハードウェアおよび機
器

3.6%
主要な暗号資産マイニング企業にASICチップを供給しており、半導
体事業が同社の収益性向上にも寄与。マイニング・ハートウェアのマー
ケットリーダーになる可能性も考慮。

5 ｸﾘｰﾝｽﾊﾟｰｸ アメリカ ソフトウェア・サービス 3.3%
再生可能エネルギーによるビットコインのマイニング企業。自社でのマ
イニングのほか、データセンターサービスや仮想ストレージ、データバック
アップサービスなど、暗号資産関連のクラウドサービスが強み。

6 ﾗｲｵｯﾄ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽﾞ アメリカ ソフトウェア・サービス 3.2%
ビットコインのマイニング企業。暗号通貨およびブロックチェーン事業の
買収にも積極的であり、ブロックチェーン技術企業の支援も行ってい
る点を評価。

7 ﾒﾙｶﾘ 日本
一般消費財・サービス流通・小
売り

3.0%
日本を代表するC2C「フリマ」アプリを中心に構築された、日本発のe
コマース・フィンテックプラットフォーム。「フリマ」アプリだけでなく、決済、
暗号資産、海外マーケットプレイス事業なども展開。

8 ｻｰｸﾙ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ アメリカ ソフトウェア・サービス 2.9%
企業がデジタル通貨やパブリックブロックチェーンを決済、商取引、金
融アプリケーションに活用できるデジタル資産プラットフォームおよびネッ
トワークユーティリティシステムを提供。

9 ﾇｰ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ ブラジル 銀行 2.8%
ラテンアメリカ最大級のデジタル金融サービス企業。ビットコイン、イー
サリウム、USDCなど20種類以上が取引可能な「Nubank Cripto」
を提供するヌー・バンクを傘下に持つ。

10 ﾌﾞﾛｯｸ アメリカ 金融サービス 2.8%

モバイル決済ソリューションを提供する米国の企業。暗号資産の取
引・送金アプリ「Cash App」を活用したビットコイン決済サービスを提
供。欧州へも事業を拡大し、ビットコイン決済に関する売上は順調
に拡大している。当事業の更なる成長に期待。

※上記は、当該銘柄を推奨するものではありません｡
※国名は、発行体の国籍（所在国）などで区分しています。
※業種は、GICS（世界産業分類基準）に準じています。

ファンドマネージャーのコメント
■ 運用環境

２月の米国株式市場は、指数によって異なる展開となりました。月初、ＡＩ関連投資の過熱感やＡＩによる事業代替懸念の高まりで、ハイテク株を中心に売られる
局面がみられました。一⽅で、景気敏感株やディフェンシブ株には買いが入り、相場を下支えする動きも見られました。その後、１月の米雇用統計と12月の小売売上高が
まちまちの結果となったことを受け、株式市場は一進一退の展開となりました。月末にかけては、米連邦最高裁がトランプ政権の関税措置を違憲と判決したことが好感され
たものの、トランプ大統領が新たに最大15％のグローバル関税を発動すると表明したことや好決算を発表した米半導体大手の成長性に懸念が示されたことなどが嫌気さ
れました。月を通してみると、ＮＹダウ工業株30種平均指数が上昇し、Ｓ＆Ｐ500種指数及びナスダック総合指数は下落しました。

２月の欧州株式市場は上昇しました。大陸欧州では、月初、2025年10-12月期の欧州主要企業の決算発表が総じて市場予想を上回ったことなどが好感され、株
式市場は上昇基調で推移しました。その後、生成ＡＩの急速な普及を背景にソフトウェア企業のビジネスモデルの持続性に対する懸念が広がり、情報技術セクターが軟
調となったものの、米連邦裁判所が米政権による関税措置を違憲と判決したことなどが好感され、株式市場は上昇しました。月末にトランプ大統領が新たに最大15％の
グローバル関税を発動すると表明し一時的に不透明感が広がったものの、月を通してみると株式市場は上昇し、最高値圏で月末を迎えました。英国では、１月の英小売
売上高などの経済指標が市場予想を上回ったことなどが好感され、株式市場は上昇しました。

ブロックチェーン関連銘柄では、ビットコイン価格の下落に伴って、アイレン（米国）、ギャラクシー・デジタル（米国）、メタプラネット（日本）などが収益悪化懸念や保
有するビットコインの含み損拡大懸念で株価が下落し、基準価額の下落要因となりました。また、メルカドリブレ（米国）は2025年第4四半期の決算内容で営業利益
率が悪化したことを受けて株価が下落し、基準価額の下落要因となりました。

当資料ご利用の際は、最終頁の「ご留意いただきたい事項」をお読みください。

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。
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